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佐賀県における青年農業者の地域的存在に関する統計的考察
一海浜合地 (1上場地域J)農業の位置付けのための基礎的作業-
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Statistic Consideration of Y oung Farmers in Saga Prefecture 
-Toward Positioning of Uwaba-Daichi in Saga Prefecture-
Tsuneo KOBA YASHI 
(Marin巴andHighland Biosci巴nceC巴nt巴r，Saga University) 
要約
1990年農業センサスのデータによると，佐賀県西北部の上場地域は， Iあとつぎ」農家率，男子生産年
齢人口のいる専業農家(農家らしい農家)率ならびに青年農業者数において，佐賀県内の市町村の中で
は最上位に位置している。また，その後1995年に至るデ…タを見ても，上場地域は年々の新規青年就農
者数(フロー)や現存の青年農業者数(ストック)が佐賀県内では最も多い地域であることが確認でき
る。こうして一般的な統計的考察から，上場地域は，佐賀県内では青年農業者数が最も多く， Iあとつぎ」
農家率や専業農家率も最も高く，農業の展開が盛んな地域であることが示唆される。
Summary 
According to 1990 agriculture census， the ratio of inheritors， full-time farm households and 
young regular farm workers at Uwaba-Daichi are higher in Saga Prefecture. And according to 
recent data of agriculture， there are many inheritors， and young regular farm workers at Uwaba-
Daichi. For that reason， we are suggested that the agriculture is prosperous at Uwaba-Daichi. 
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1 .課題
「上場地域jないし「上場台地」とは，三方を潜
に囲まれた佐賀県西北部の東松浦半島一帯の波状
台地のことを意味する。市町村名でいうと，麿津
市(西部)，呼子町，鎮西町，玄海町，肥前町，及
び北波多村(北部)の 1市5町村が「上場地域j
(以下 iJをはずす)に含まれている。なお，上
場台地は，山，谷，J 1が入り組んだ複雑地形をな
すという地形的特徴，、おんじゃくグと呼ばれる玄
武岩を母岩とする砂醸質土壌を主体とする耕土庸
の浅い土壌構造といった地質的特徴を有する。そ
して，上場台地の農業においては，上述の地形的
特徴に規定されて，地目的には水田49%，畑36%，
樹露地16%(1995年農業センサス)と水田が50%
近くを占めているが，水田の大半は零細な棚田で
あるため，稲作で経済的に自立できる経営を確立
することは極めてむずかしい状況におかれている。
また，普通畑作の展開も農産物自由化のもとで伸
び悩んでいる。そこで，経済的に自立できる作目
としては畜産(肉用牛)と施設園芸(ハウスのミ
カンとイチゴ)と葉タバコ経営の 3作自が特に注
臣されている。
したがって経営経済関係にかかわる研究課題と
して，このような畜産・施設園芸・特用作物を主
体に多様な経営が営まれている上場地域の農業の
展開過程に関する検討，及びそれと深くかかわっ
ている国営・県営の上場農業開発事業の展開に関
する検討等が求められている。本研究センターの
流通情報(経営経済学)分野では，自下このよう
な課題に対し，三方を海に屈まれた海浜台地の典
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型としての上場地域やその類似地域の実態調査，
あるいは南九州等の代表的畜産・畑作地帯の調査
研究，ならびに関連資料のJ.!;Z集を行なっているが，
これらの研究の結果がまとまるまでには少なくと
もあと数年を要する。
さて本稿では，以上のような上場地域の農業の
特徴と今後の展開方向を探るための準備作業の 1
っとして，今日では農業展開の決定的な要因と
えられる青年農業者の存在状況についての特徴付
けを行なうことを課題としている。なお青年農業
者問題の考察においては，まず1つには農業後継
者の量的な存在や経営部門が問題となり， 2つに
は彼らの定着経路や農業に対する考え方(哲学)
などの質的な側面が問題となるが，本稿では前者
の量的観面に関する一次的アプローチを行なう。
2. 1990年農業センサスに見る佐賀県下の青年農
業者等の地域的存在
農業センサス等の農業統計には直接的に「農業
後継者ム「青年農業者Jといった統計用語は存在
しない。そこでまず農業センサスの fあとつぎ男
子農業専従者jのいる農家率の佐費県下49市町村
別分布を圏 1に示した。
ところで本稿では(財)農林統計協会研究企岡
部が開発した地圏ソフト (AFF'MAP)を使
用して地図を描いた。ただ現時点で利用可能なA
FF・MAPのデータは90年センサスであり， 95 
年センサスデータ対応のAFF'MAPはまだ完
成されていないため，残念ながら本稿では90年セ
ンサスという若干古いデータによらざるをえな
かった。そこで'90年以降の状況については，後述
の3.においてセンサス以外の統計で補うことに
した。したがって，もちろん，何年センサスデー
タを盛り込んだAFF.MAPが完成され，利用
可能となった段階では，それによる考察を本稿の
続報として用意する予定である。
さて， Iあとつぎ男子農業専従者」とは「あとつ
ぎの男子で年間農業従事日数が150日以上の者Jの
ことであり，既に自家農業に専従的についている
あとつぎのことを示す。つまり図 1は，同居し既
に自家農業に専従的についている本格的な「農業
後継者」のいる農家率を示している。したがって，
現在ではかなり低い水準の数値が出てくるものと
予想される。
このような「あとつぎ男子農業専従者jのいる
農家率が佐賀県内で16%を超える最も高い市町村
は浜玉簡であるが， 12'"'-'16%の市町村は 3つあり，
その中の 1つに唐津市が入っている。また次に
い8'"'-'12%の4市町村の中には把前町と北波多村
が入っている。そして第4ランクの 4'"'-'8%に属
する13市町村の中には玄海町と呼子町も入る。以
上の 1'"'-'4ランクの中に佐賀県下全市町村の上位
約4割が含まれている。したがって「あとつぎ男
子農業専従者のいる農家率jにおいて上場地域の
5市町村は佐賀県下市町村の上役に位寵し，中で
も麿津市，肥前町及び北波多村のそれは佐賀県下
のベスト?の中に入り，かなり高いことが分かる。
次に関2で男子生産年齢人口のいる専業農家率
の市町村分布を示した。これは16'"'-'64歳の男子の
いる専業農家，すなわち年齢構成は16歳の若年か
ら64歳の「老年」まで極めて幅が広いが，そのよ
うな者がいる専業農家であるから，大半は農業に
専従している男子がいる専業農家と考えられるた
め，このような農家は文字どおり「農家らしい農
家J，I自立的な農業経営」と考えられる。しかし
上述のように年齢のi踊が広く，しかも農業就業者
の高齢化が進行しているため，これに属する農家
のかなりの部分は中年ないし60歳前後の農業者に
担われた農家と考えられる。したがって，その中
には，いわゆる青年農業者に担われた農家の数は
それほど多くはないと考えられる。
以上の点を考慮、しながらではあるが，その率が
一番高いのは浜玉町である。そして第2ランクに
属するのは唐津市と福富町である。次の第3ラン
クの 3町村の中に上場地域の鎮西町と玄海町が
入っている。そして次の第4ランクの10市町村の
中に肥前町と北波多村が入っている。以上の市町
村が上位ランクと考えられる。なお呼子町だけは
次の第5ランクに入っている。
こうして男子生産年齢人口のいる「専業農家ら
しい専業農家Jの割合という点で見ても，呼子町
を除いて上場地域の 4市町村が佐賀県の上位ラン
クに位置していることが分かる。
次に，園3に16'"'-'29歳男子農業専従者数の市町
村別分布を示した。農林統計で一般的に使用され
ている「新規青年就農者jや「離職就農者J=Uター
ン青年の年齢は普通35歳未満とされており，いわ
ゆる「農業後継者」も「原則としてお歳未満の農
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業専従者」と理解されているといってよい。した
がって図 3に当てはまる青年農業者は一般的な
「農業後継者Jのうちの20歳代以下の極めて若い農
業青年に隈定されているため，いわゆる「農業後
継者jの中でも特に若い世代の農業後継者を指し
ていることに注意されたい。
さて留3から，このような青年農業者が84人以
上と最も多いのは唐津市と浜玉町である。その内
訳を見ると麿津市が94人，浜玉町が91人となって
いる。次いで多いのが伊万里市と太良町であるが，
その次の42人----56人のグループに属する 3市町村
の中に肥前町が入っている。肥前町の上記青年農
業者数は51人である。その次の28入----42人のグ
ノレー プの 6市町村の中には玄海町と鎮西町が入り，
玄海町は31人，鎮西町は28人となっている。地方，
北波多村は 9人，呼子町は 5人と佐賀県下でも少
ない。
こうして20歳代までの農業専従の男子青年の数
が唐津市，肥前町，玄海町，鎮西町といった佐賀
県西北部の上場地域に多く集積していることが分
かる。
以上の 3つの留を通して，市町村単位で見た場
合， 1あとつぎ男子農業専従者jのいる農家率，男
子生産年齢人口のいる専業農家率，および30歳未
満男子農業専従者数において，佐賀県内では，浜
玉町と唐津市がとりわけ高い数値を示し，それに
次いで肥前町，玄港町，鎮西町が比較的高い数f簡
を示しており，上場地域の 4市町村がこれらの数
値において佐賀県内では高い数値を示しているこ
とが確認される。いいかえれば，上場地域の市町
村には佐賀県の中で青年農業者が最も多く存在し，
また専業的な農家の割合も最も高い，ということ
ができる。
関連して1990年センサスデータを基に農水省佐
賀統計情報事務所が，あとつぎ男子専従者のいる
農家率， 3 ha以上農家率，販売農家率，土地生産
性などの活力度を示す14指標の偏差値の総合から
県内の全集落1816のランク付けをしているが，そ
のベストテンを見ると， 6集落は福富田J，久保田
町，牛津町， JlI割問}，東与賀町，神埼町といった
佐賀平坦の集落だが， 4集落は肥前町，唐津市(2 
集落)，北波多村の集落である点が控目される(1佐
賀新聞J96年5丹13日)。この点からも，以上のよ
うな結論を導き出すことが許されよう。
3 .近年における佐賀県下の青年農業者の地域的
存在
上記の実態は1990年センサスのデータによって
いるため，若干古いという欠点を持つ。その後す
でに1995年センサスが実施されその結果概要も公
表されているが，残念ながら95年センサスデータ
による地関ソフトはまだ完成されていない。
そこで，1990年以降の動きを見るために，佐賀県
農林部の業務統計を利用して次頁の表を作成した。
まず1995年時点における「主として農業に従事
しているJ30歳以下の青年農業者数の地域別分布
を見ると，最も多いのは東松浦地域(麿松地域)
すなわち唐津市とそれをとりまく東松浦郡9カ町
村，合わせて10カ市町村における234人であり，こ
れは県全体の581人の4割に達する。次いで多いの
は藤津郡の100人である。東松浦地域の中で，唐津
市を除く呼子町，鎮西町，玄海町，肥前町及び北
波多村つまり唐津市(西部)を除く狭義の上場地
帯は84人で県内シェアは14%となるが，唐津市の
西半分も実質的には上場地域に属するため，仮に
唐津市の31人の 2分の 1を加えて計算すれば合計
100人となり県内シェアは17%となる。こうして現
在，県下の青年農業者の 2割弱が上場地域にいる
ことになる。
このことを市町村別に見ると，県下で最も多く
の青年農業者を擁するところは浜玉町で76人，第
2位は伊万里市の57人，第3位は太良町の46人，
第4位は鹿島市の33人，そして第5位が唐津市の
31人となっている。なお唐津市の青年農業者数は
192----例年の 3年間は第l位の浜玉町に次ぐ人数
を擁していたが， 1995年に 5位に落ちた要因は目
下不明である。
こうして佐賀県においてはミカンやナシの果樹
産地に青年農業者が最も多く残っているとみるこ
とができる。次いで肥前町・玄海町・鎮西町など
のよ場地域と，佐費市・福富町・有明前といった
最近イチゴ等の施設野菜産地が形成されつつある
佐賀平担の一角に青年農業者が比較的多いことが
分かる。なお上場地域に比較的多く青年農業者が
存在する根拠については，今後実態調査をふまえ
て解明する予定である。またその際，極めて少数
だが，県全体で確認される女子青年農業者3名中
2名が上場地域で確認される点にも注意を払って
おく必要がある。このことは更に従来暗黙の内に
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新規就農者数の推移と性別年齢別青年農業者数の構成(伎賀県，市町村部)表 (単位:人)
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注 2: 1995年度及び累計の右端の数値は新規参入者数 (1995年度からカウント開始)。
注 3:女子20~25歳は該当者なし。
注4:空機は該当者なし。
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農業青年を男子と決めつけてきた嫌いがあること
を反省し，女子を含めて「後継者問題jを検討し
ていく必要性を示唆していると受けとめることが
できる。
次に1990年以降の 5年間における青年農業者の
新規就農状況を表の左半分で見る。青年の新規就
農者数は佐賀県でも全県的に減少傾向にあり，
1994年度は44人とこれまでの最低で、あったが， 95 
年度はWTO加盟の一環として全国的に農業後継
者対策が強化され，佐賀県でも「佐賀県青年農業
者確保・育成に関する基本方針J(95年3月)に基
づく 13倍化対策」の実施などによって就農者数
が若干増転してはいる。
地域別に見ると，この 5年間の新規青年就農者
数は上述の現在の青年農業者数にほぽ対応してい
る。すなわち最も多かったのは東松浦地域の134人
で，県内シェアは45%に達する。次いで多い地域
は藤津郡の44人である。狭義の上場地域4町村で
は61人となり，県内シェアは20%で，上記の現在
の青年農業者数の割合よりは若干高くなっている。
市町村別分布も全体としては現在の青年農業者
数のそれとほぼ向様であるといえるが， トップは
j奮津市であり， 1993年度は10人と1991年度以降市
町村レベルでは新規就農者数が2ケタに達した唯
一の「記録Jを示し， 5年間に限ればこれまでトッ
プであった浜玉町のそれを上回る数値となってい
る。その背景としてはハウスミカンやハウスイチ
ゴ等の施設の拡大等が挙げられるが，この点も含
め，上記の課題と合わせた具体的な検誌は今後の
課題としたい。
2番目に多いのは浜玉町の25人， 3番目は伊万
里市の23人，そして 4番自が肥前町と太良町の22
人となっている。
他方，この 5年間に新規に就農した者が一人も
いなかった市町村が8つ存在する。これに関連し
て1991年から93年までの 3年間で新規就農者がい
なかった市町村数が九州で121あり，うち77市町村
は中山間地域の市町村であり，中LlJ問地域での農
業存続の厳しさが農業後継者難にも現われている
という新関記事 (1西日本新聞J95年2月24日)が
注目される。この記事によると，佐賀県内でこの
3年聞に新規就農者なしの市町村数は12で，うち
中山間地域の市町村数は 7となっている。さて，
上記5年間でト新規就農者数がゼロの佐賀県内8市
町村の内訳を見ると，都市地域に属する基山町，
平地農業地域に属する諸富町，三田川町，中原町，
北方町，中間農業地域に属する東背振村，山内町，
及び山間地域に属する背振村となっている。つま
り，佐賀北部山間や佐賀西部山麓の中山間地域ば
かりでなく，佐費平坦に位置する平地農業地域に
おいても，後継者難が近年顕在化している実態が
うかがえるのである。したがって，この限りでは，
地域的には中山間地域にくくられている上場地域
においては，現在では新規就農者が佐賀県内では
最も多く確保されており，農業後継者数の多い地
域だと評価することが許されよう。
なお佐賀県では1995年度から初めて「新規参入
者Jの調査を開始し，この年のそれは 4名と把握
されている。これは決して少ない数ではない。新
規就農動向においてこれまでにはなかった新しい
動きが佐賀県でもうかがえるようになってきたこ
とに注意しなければならない。新規参入者開題は，
今後その実態、を解明しつつ農業後継者の重要な一
翼を担うものとして位置づけていく必要がある。
4 .結論と今後の課題
1990年農業センサスのデータによって，佐賀県
西北部の上場地域は，1あとつぎ男子農業専従者の
いるJ農家率，男子生産年齢人口のいる専業農家
(農家らしい農家)率ならびに青年農業者数におい
て，佐費県内の市町村の中では最上位に位置して
いることが判明した。また，その後1995年に至る
データを見ても，上場地域は，年々の新規青年就
農者数(フロー)のみならず，現存の青年農業者
数(ストック)も，佐賀県内では最も多い地域で
あることが確認できる。こうして一級的な統計的
考察から，上場地域は，佐賀県内では青年農業者
数が最も多く，専業農家率や「あとつぎ」農家率
も最も高く，1佐賀県内では最も若手農業者の多い
農業発展的地域jとして把握することができる。
そうすると次には，ではなぜ，上場地域には佐
賀県内では最も多く青年農業者が存在するのか，
その要国とメカニズムが問題となる。そこで，こ
れに関した統計的及び実証的研究が求められる。
そしてその場合，青年農業者としては男子のみな
らず女子の位置付けも重要で、あることに注意しな
ければならない。以上の諸点の解明が本研究セン
ターの今後の課題となる。
